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F汀2007(情報科学技術フォーラム)報告

企画幹事　深山　篤

(NTTサービスインテグレーション基盤研究所)

FIT2007第6匝】情報科学技術フォーラムが,去る9月5

日-7日,中京大学豊田キャンパスにて開催されました

情報システムソサイエティ(ISS).情報処理学会(lPSJ).

および.ヒューマンコミュニケーショングループ(HCG)の

尭僅で. 2002年より毎年開催されています.

【概況】今年度は.台風9号の影響も懸念される中,読

漬件数(853件)･参加者数(1.806名)共に昨年度を上

回る盛会となりました. 6日に行われた表彰式や村井純

先生(慶大)による記念講演では2階席までほぼ満席と

なるなど,活気にあふれていました.

FrTは多彩なイベント企画がその特色となっています

が, HCGに所属する2研究会からもシンポジウム型の

企画が催され,科学技術の観点からだけでなく.社会的

にみても重要な問題について.活発な議論が為されま

した

福祉情報工学(WIT)研究会｢大学の理系学部等にお

ける障害のある学生の支援｣大学の理系学部の教職
員の方を主な対象として.障害のある学生の受け入れ
のための知己鼓を深めていただくため.受け入れの経験

故や支援体制について5件の講演を行ないました.
マルチメディア･仮想環境基礎(MVE)研究会｢人の居

場所を探る　一情報過多のネット時代における個倍化

現象-｣多様化する情報化社会の中で,いかにして自

分の存在や居場所が多重化する｢個倍化(=個人が同

時に複数の立場になれること)｣現象が起こったのかを

探るべく,お二人の講演者から実例の紹介をいただき,

成功要因と現状課題.将来展望について議論しました.

(lssサイバーワールド研究会と共催)

【FTT2008について】来年度は9月2日～4日.慶応

大学湘南藤沢キャンパスで開催される予定です. RTで

は毎年魅力的な企画が多数開催されますので.この機

会を利用し,成果のご発表や聴講参加などで.奮ってご

参加くださいますようお願いいたします.

BICTこれまでと今後の活動

脳情報通信時限研究専門委員会

委員長　小林　郁太郎(東京大学)

私たちが日々利用している情報通信技術は人間が
知覚した(またはし得る)事象を符号化･伝送する技術と

伝送された技術を人間が知覚できる機械により再生す

る技術の発展により支えられてきました　21世紀の初

頭に立ち,私たちはこのように洗練された情報通信枝

術を基盤に.人間本来のコミュニケーションの原点であ

る感性･感情･共感といったものを伝えられないか模索

しようとしています.このため.詮知心理学･脳神軽科学

のみならず分子生物学的まで含めた広範囲の学術大

系の中で人間の仕組みを理解しようとする人間科学を

視座とする情報通信の研究分野が益々重要視されるよ

うになりました,このような背景のもと. BICTはソサエテ

ィ横断的なヒューマンコミュニケーショングループのなか

で2006年の夏に発足し,活動を続けてまいりました.

さて,学際的に研究が進められてきた人間科学は.主

に意識/無意時と説明可能/田難という二つの軸で整

理することができるでしょう(図1 ).私たちはこのような

分短の中で,科学的に説明な可能な人間の行動につい

てこれまで研究をしてきたといえます.即ち,説明可能

な意杜的行動を機械的側面として.また説明可能な無

意識的行動を動物(生物)的側面としてとらえ,主観を
入れない咽果関係｣で紀述できる論理を基盤にそれぞ

れの行動を分析･体系化してきました. BICTではこのよ

うな人間の意書故行動の中枢に位置する脳の科学的研

究について.講師を招略してセミナーを開催して議論を

重ねてきました(表1 ).その結果,感性や感情といった

主観的な心の衰億を通信という物理的手段で扱うため

には,この領域に踏み込んだ人間科学の研究が必要で

ある.という自明的な結論に改めて到達いたしました.
｢送信者が事象を自分の心象で捕らえ言音別こより符号

化したものを伝送し.受信者が理解できるような装置で

再現するという人と人のコミュニケーションの中で.符号

化-伝送-再生の部分しか理論(シャノンの情報理論)

が完成していない｣ということを思い起こせば.私たちの

帰結は当然ともいえるでしょう.工夫をこらした大量の視

聴覚情報を伝送してもなかなか送り手の感性まで伝え
ることが難しい一方, 5-7-5のわずか17文字の俳句

が感性を伝えることを考慮すると, ｢感性｣らしき非言語

情報を単純に符号化してデータとして伝送すれば感性

通信が実現できるというものではないことは明らかです

シャノンの理論の枠外を議論することの重要性があらた

園1　人間科学を取り巻く領i或
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めて浮き彫りとなります　このような送受信者の感性を

問題とするここ最近の研究の方向づけは,認知科学を

越える意識のハードプロブレム(1997. D, Charmers)の提

起によりさらに鮮明化されたひとつの結果ともいえます.

さて.このような自覚できるものの現代科学(物理)で

は説明困難な心(意昌8)の問題に対し,様々な研究アプ

ローチがあります.ひとつは.人間は多様な総合作用の

中で活動している生物化学的有機体であることの理解
の上に心を論じようとする神軽科学的アプローチ(身体

と切り離して生存できない脳(A DamaSio))です　これは

脊髄.小脳,脳幹,大脳からなる人間の脳が意線化で
生命を維持している営みを土台に感性や随意的な意識

の仕組みを探ろうとするものですが.意識が感覚器官を

介して社会や自然環境につながっていることをも考えさ

せられる興味深いアプローチです　また,一方で.神経

細胞の分子生物学的知見や脳機能マッピングの知見を
土台に.脳機能を演梓的に解明しようというアプロ-チ

があL)ます.これは認知心理学による洗練された検査
により人間の心を分子生物学との接点を丹念に解明し

積み重ねていく学術分野であるともいえます　この分野

の研究により心に係る脳機能の神種生理学的解明が

大きく進みました　ここで得られた知見を基に.コンピュ
ータの中に人工ニューロンを形成して脳機能をシミュレ

ーションしようとする試みがすでに開始されています

(Blue Brain Proj8Gt,スイス連邦工科大ローザンヌ校),

このプロジェクトの目標は,外傷的あるいは遺伝的精神

疾患の原因解明や脳における薬物の機序を明らかに
することですが,研究者は人間機械論から機械的意識

合成への糸ロを提供するのではないかと期待していま

す.

私たちはこのような心(意識)の科学的研究をr感性が

伝わる｣未来のICTに繋げていきたいと考えています.

そして.これらの研究の成果の一部が人間の芸術活動

を代行する哲学的ゾンビをもたらすとしても.芸術を含
む｢人間的活動｣に必要な社会･自然環境が何であるか

を見出し.それを未来のICTを通じて豊かな人間社会を

構築するのに繋げていくことが重要であると考えている

のです

今後. BICTでは心を扱う人間科学と情報通信技術と

の接点をさぐるべく.この領域に向かう研究について講

師を招碑しながら議論を積み重ねていく予定です特に,

意弛できるが説明困難な心/意隷/感情というものを

脳科学.情報科学･生理学･物理学･心理学という科学

的手法の延長でどこまでとらえることができるか.という

問題に重点を置き,以下のキイワードとともI=議論して

いきたいと考えております.

①機械(計算機)で人間のこころをつくれるかつ

②人と機械との対話一新しいコミュニケーションの
かたち

③真に伝えるべき情報とはなにか?(伝送しても
意味のない"情報"と意思(心)が伝わる"情報■')

具体的には.フリーディスカッションを基本とする月例

ワークショップ開催のほか. 3月末電子情報通信学会全

国大会併催のHCGシンポジウム(情報通借と脳科学の

接点r仮J), 10月末には情報通信研究機構.未来ICT

研究センター主催のシンポジウム(東京ビックサイトで

開催予定) ｢ひらめきの脳科学(仮)｣への協賛等を企画

しております.また,さらに, r合成意弛:計算される人間

の心とその先にあるもの｣等トビカルな舌舌愚を中心に法

論していく予定です.開催情報は研究専門委員会のHP

(http.//www iek8 0rgrbict/biGt.html)に随時掲載してお

ります.皆様の参加を歓迎しております.それではワー

クショップでお会いしましよう.

表1これまでのBICTウ-クショップの概要(敬称曜) 

2006/10/26 �8ﾈｹ��Xｧr曳ｸｻﾒ��脳情報通信の可能性-送り手と受け手の｢心｣の技術-:村田 
勉(NiCT.未来 �5HﾊHｸh5ｨ985��ｲ��

2007/3/24 �(hｹ��Xｧykﾈﾌ8夊4ﾈ88987�5���(訷7ｨ�ｸ8ｲт5H5h987ﾈ5r�4X8�$�5Hｮ�j)Eﾘ�饑�,｢��ﾘ,h8h7(4ﾈ5�5逸�檄2��ライフコミュニケーション～関係維持.深化のための非伝達型 

コミュニケーション～:渡辺琢己(NTT)/脳情動通信研究と実 

用:光吉俊二 忠��t鋳�ｹnﾈ,們ｨ.兒��ﾉ�ﾈ,ﾉEﾙ>�Uﾈﾋｸ��ﾝye��
集団の組み合わせとしての物体像表現-:谷藤学(理化学研究 
所) 

2007/4/26 疲�5B泳)x�5HﾊHｸh5ｨ985���ｲ���ｲ��人の深層心理をどのように語るか:講師:塩見昭冗アンリ 
ツ会長)/NIC 菱,�*�*�.僞ﾘﾊHｸh,ﾈ竧.��x-ﾓｩ�ｩ69]r��5B��

2007/5ノ22 �8ﾈｹ��Xｧr曳ｸｻﾒ��人はなぜ字ー �+��i�ﾈ,�(ﾔVｨ,X.�,ﾉ|ﾘ�#�6X4�5�6�?�,ﾂ�
利用-:贋瀬明(棄京大学) 

2007/6/29 疲�5Hｹ鞐9=��NIRS(近赤外分光脳活動計測装置)の現状について:小包一郎 (島津製作所)/脳科学とロボテイクス:柴EEI智広(奈良先端 
科学技術大学 ��Xｧr��

2007/8/20 �8ﾈｹ��Xｧr曳ｸｻﾒ��HCS研究会 唳�iyﾘﾇi�ｨ,�.h.�5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98ﾊHｸj2���
種研)協賛/岩ソ �-ﾘ,ﾉEﾘｨ�:霽i�ｨ,h���ﾓｩ:�ｪｩ�YWb�ﾄ5B��
/統計処理な �-�,�8ｨ5�8����ﾘ,�.h.��ﾉ�h�尸_�4�5ｨ5�8�986r�
アルゴリズム: 兔�m慰ｸｷb�7X42ﾘ8ｸ7H4�4898ｩH�檍����

2007/ll/2 儘逢x���Xｧr�福祉と脳機台 俶ぺ詹�(,ﾈ雕ｦ�i&ﾘ,iJﾙ$(��･�髦,ﾈ雕ｴ�Eﾈﾇb�測:長嶋祐二(工学院大学) 

2007/ll/16 ��8圸�Xｧr�計測自動制御学会共催ワークショップ/事象関連電位による運 動方向識別.処理過程の検討:杉浦敏文(静岡大)/初期視覚 
メカニズムとそのモデル:大滞五住(大阪大学) 

2007/12/6 伜仂hｵｨ���ﾘﾘxﾊHｸh�厭X､2�第39回福祉情報I学研究会協賛/筋電信号を介したヒユーマ 
副都心) �9848985�7H4h485Κ揵'(ﾔ����儘��R��
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ヴァーパル･ノンヴァーパル･コミュニケーション

(VNV)活動報告

VNV幹事榎本美香(東京工科大学)

【はじめに】ヴァーパル･ノンヴァ-パル･コミュニケー

ション研究会(以下. VNV)は. ｢言語情報と非言語情報

の効果的な統合に基づく.人間=コンピュータ間コミュ
ニケーションの円滑化技術の開発.およびコミュニケー

ション･モデルの構築｣を目標とし. 2005年10月にHCG

の第3種研究会として設立されました.

これまでのコミュニケーション研究において中心的な

課題として想定されてきたのは,人間同士のコミュニケ
ーションにおけるシンボル操作,特に言語情報の伝達と

理解のメカニズムでした.しかし,コンピュータは元々シ

ンボル操作に適したものですが,単に人間がコンピュー

タを利用するだけでなく.積極的に意思疎通を図ろうと

した場合,そうしたシンボル操作だけでは限界があるこ

とは明白です.従って,映像や音声などのマルチモダリ

ティ技術の進展とも呼応する形で,人間同士のコミュニ

ケーションを支える非言語情報の役割を解明し,それを

人間とコンピュータの間のコミュニケーションの確立に役

立てていく必要があります

VNVはこのような問題意識を背景として.人間同士の

コミュニケーションを支える言語(ヴァーパル)情報と非

言語(ノンヴァーパル)情報の役割に焦点を当て.両者

の効果的な統合により人間とコンピュータ間のコミュニ

ケーションを円滑にする技術と,鋭明力のあるコミュニ

ケーション･モデルの構築を目標として活動を行ってい

ます.

【これまでのVNVの活動内容】 vNVの目標にとって文
理融合的な視点は不可欠であり.拙速な工学的技術開

発よりもむしろ(コミュニケーションにおける言言吾情報と

非音譜情報の役割の解明)という問題意識の共有とい
った形での議論の深化を重視していますこのため,情

報工学,認知科学.心理学.言語学.社会学,人類学と
いった様々な分野で活践する若手研究者を中心に.

個々人の研究発表をトリガーとした広域的なディスカッ

ションを展開していく点をvNVの最大の特色としていま

す.このため,運営方針としては. (1)コミュニケーション

研究に関連する諸分野の様々な研究者を毎回話題提

供として指名し, (2)情報工学.認知科学,心理学,言

語常社会学など各分野の若手研究者から構成された
コアメンバー(12名:2008年1月現在),ならびにVNV会

負(42名:同左)を中心とした自由参加者が研究会に参

加し議論を行っています.

2006年度は,情報工学.心理学,言語学といった関連

緒分野から6名の話題提供者を募り,計6回の定例研
究会を行いました.各回の参加者は11名～16名で,毎

回3時間程度のディスカッションを行いましたまた.ア
ニュアルミーティングとして. VNV第1回年次大会(於:

HCGシンポジウム)を,中京大学名古屋キャンパスにて

行いました.コアメンバ-5名が発表を行った他,特別

講演として公立はこだて未来大学学長中嶋秀之氏に
｢マルチモダリティから見たコミュニケーション研究の地

平｣というテーマで話題を提供していただきました　この

時の参加者は60余名と大盛況でした
2007年度も.関連諸分野から4名の話題提供者を募

り, 4回の定例研究会を行いました各回の参加者は12
-16名で.マルチモダリティを利用したコミュニケーショ

ン･スキルやコミュニケーションの円滑化技術に関する

議論を深化させてきました.また. HCS, BICTとの共催

による合同ワークショップを｢脳･生理計測によるコミュニ

ケーション研究｣というタイトルにて, 8月20 R,東京大

学本郷キャンパスで行いました.招待講演として情報通

信研究機構未来ICT研究センターの藤巻則夫氏に｢読

みの脳活動計測と解析｣というタイトルで話題を提供し

ていただいた他. 5人の方々に特別講演をしていただき.

最新の脳･整理計測器を用いて得られたデータから.人

間のコミュニケーションをどのように捉えられるかといっ

た知杜の共有を図りました. HCS. BICTなど他研究会と

の合同開催でしたが.テーマの共有がもたらす研究会

相互交流の可能性を確認できました.この時の参加者

も60余名と大盛況でした.

これらの活動の詳細な内容は, VNV公式ホームペー

ジ(http://wwwJeHCe.Org′vnv/Index htnll)にて公開して

おり.研究会での発表者.発表タイトル･アブストラクトな

ど随時閲覧可能です.また.研究における実際のディス

カッションのE#車線も. (VNV-blog)として会見にのみ随

時閲覧可能な形で公開しています.これは,実際の研
究成果として収束する前の｢生の｣ディスカッションの中

に.未完成であっても多くの無視できないアイデアの萌

芽が認められると考えるからで.またそのような可能性

を持ったインタラクティブな研究会にしていくべきだとい

う我々の主張も含まれています.

【今後の活恥計画】隔月の定例研究会の他, 2008年3

月には第2回VNV年次大会を企画しています.また.

近いうちに(VNV-pedia)として.研究会でのディスカッシ

ョンを元にした知識共有サイトを立ち上げる予定であり.

本研究会の活動成果をまとまった形で外部に発信して
いくことを積極的に進めていきたいと考えています.

VNVはHCGにおいて第3種研究会としての特性を生か

し.小規模でありながら個性的な活動を行っております.

基本的にはセミクローズドな運営方針ですので,大々的

に一般参加者や発表者を募ることは致しませんが,会

員資格等に関して何ら制限はございませんので,ご興

味のある方は是非VNV運営委員会(vnvIC｡mmittee

@ii.FstLkyoto-u acJp)までお問い合わせ下さい　会員登

録された方にはご案内をメーリングリストにて送らせて

頂きます.

ヒューマンコミュニケーショングループ

シンポジウムご案内

企画幹事森島繋生(早稲田大学)

電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングル
ープ(HCG)では.恒例となりましたグループシンポジウ

ムを開催致します.シンポジウムは,例年通りHCG傘

下の4研究会(HCS. HIP. MVE. W汀)と2つの第2種研究

会(Ⅷ2, BICT)および1つの第3種研究会(CM)が同時開

催の形で開きます本年度は.北九州学術研究都市で



HCGニューズレター　(電子情報通信学会誌　第1006号　平成　20　年　3　月1日発行　付録)

開催される本会総合大会(3月18日-21日)に引き続

き, 3月22日(土)と23日(日)の両日.同研究都市の

産学連携センターにて開催することになりました.奮っ
て御参加よろしくお願いします.特別企画として, 『芸術

とヒューマンコミュニケーション』をテーマにした招待講

演を2件(藤幡正樹氏東京芸術大学,三浦佳世氏九
州大学)予定しております

dHCGシンポジウム8E婁

【日時】平成18年3月22日(土). 23日(日)

【金4】北九州学術研究都市産学連携センター

〒808-015北九州市若松区ひびきの2番1号

※総合大会は18日-21日です.

※23日1200-1330に懇親昼食会(Art Cafe)

を予定しており,ヒューマンコミュニケーション

寛(HC賞)の贈呈式も行います.

★ヒューマンコミュニケーション基礎研究会(HCS)

3月22日(土)10:00-12:05 13:10-14.50　小研修室

3月23日(日)1000-ll 40　　　　　　　小研修室

★ヒューマン情報処理研究会(HIP)

3月22日(土)10:00-12.05 13:10-14:50　中会議室1

3月23日(日) 9･30-12.0013:30-15:10　中会議室l

★マルチメディア･仮想環境基礎研究会(MVE)

3月22日(土)1000-1205 13･10-1450中全音喪主2

3月23日(日) 930-1200　　　　　　中会許童2

幹事会予定3月22日昼休み11･40-1310中会議室2

★福祉情報工学研究会(WtT)

3月22日(土)10･25.-12:05 1310･-14:50　中研修室

3月23日(日)10･20-1200 1330.-15･35　中研修室

幹事会予定3月22日昼休み　小会議室2

★第2種研究会　Webインテリジェンスとインタラクション

(WT2)

3月22日(土)10.00-1205 13.10-14.50　大研修室

3月23日(日) 9:30-12.00 1330-1535　大研修室

★第2種研究会　脳情報通信(BICT)

3月22日(土)10:00-1200 13:10-14:50　小会議室1

3月23日(日)10:20-1200 13･30-1535　小会議室1

15:45-17･50　小会議室1

なお,委員会年次大会およびセミナーを開催予定です.

★第3種研究会　料理メディア(CM)

3月23日(日)1330-1535　小研修室

15･40-委員会　小研修室

なお,パネリスト4名によるパネルディスカッションを予

定しています.

■　HCG特別企画　1500-1700大研修室(105名)

『芸術とヒューマンコミュニケーション』をテーマに2件の

招待講演を予定しております.日時は3月22日(土)の

午後3時-午後5時です　下記に講演者,演題および

講演の要旨を記します.いずれの講演も,ヒューマンコ

ミュニケーションの今後を考える上で,重要な切り口に

なると思われます.

gt沈着1藤特正樹氏(東京芸術大学)
演題｢メディアからの眺め｣

要旨コミュニケーションのあり方を分析考察し.それを

意味内容(コンテンツ)と,それを伝達する媒体(メディ

ア)に分解する考え方が主流であるが,それは過去のメ

ディアを考察した場合にかざる.絵画を画材(キャンバ
スや絵の具)と画題に分解しても,その画題がどのよう

にして描かれ.それがなぜそう扱われたのかは理解す

ることはできないだろう.そこには筆を持った画家が呼

吸をしながら過ごした時間が含まれている　過程に注目

するとともに.メディアそのものがコンテンツとなることが

芸術(創造)であることを理解する必要がある

fllI寺2　三浦任せ　氏(九州大学)

演題: ｢絵画の中の視線･鑑賞者の視線｣

要旨･進化論的には本来.隠すべき視線を.人はコミュ
ニケーションの手段として利用することを選択した　した

がって.瞳味で多義的な視線情報に対し-私たちはす
ばやく正確な判断を下すことができる.このことは絵画

の中の視線にも適用される.ここでは,浮世絵を用いた

心理学実験をはじめ.芸術における視線をめぐる話題

を提供し,作品とそれを見る鑑賞者とのコミュニケーショ

ンについて考える機会としたい.

ヒューマンコミュニケーショングループ研究

会･関連行事カレンダー
詳しくは. HCGホームページ

http //www ;l3ice org/hGg/jpn/をご覧ください

-2008年3月-

★tEB研究会
【期日】2008年3月15日(土)
【会場】玉川大学
★HCGシンポジウム
【期日】2006年3月22日(土)-23日(日)

【会場】北九州学術研究都市産学連携センタ-
-2008年5月-

★HIP研究会
【期日】未定
【会場】沖縄
★W汀研究会
【期日】2008年5月29日(木)～30日(金)

【会場】神戸大学
-2008年6月-

★MVE研究会
【期日】2008年6月2日(月)～3日(火)
【会場】東京大学山上会館

12008年7月-

★IEB研究会
【期日】2008年7月6日(日)

【会場】ライフサイエンスセンタービル

★MVE研究会
【期日】2008年7月上旬
【会場】信州大学
★HIP研究会
【期日】2008年7月未定
【会場】鹿児島
★W汀研究会
【期日】2008年7月未定
【会場】新潟大学

-2008年9月-

★ FIT2008

【期日】2008年9月2日(火)～4日(木)
【会場】慶鷹義塾大学湘南藤沢キャンパス
★HlP研究会
【期日】2008年5日(金)～6日(土)
【会場】慶慮義塾大学日吉キャンパス


